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スマホが普及したことを考えると、とりわけ高校や中学校では、その管
理やデジタル・エチケット教育は教師にとっても大きな関心事です。

コモンセンスDC教材　高校1年生：オンラインのヘイトスピーチに対抗する

オンラインのヘイトスピーチと外国人嫌悪に対抗するにはどうすればよいでしょう？ 
我々人間は社会的つながりとグループとの関係によって繁栄します。 しかし、この傾向は、外の人々に対して疑い深くなることに
もつながります。この恐怖ー外国人嫌悪ーは、我々とは異なる人々と触れることで克服出来ますが、インターネットはしばしば克
服をより困難にします。生徒がこの課題を認識し、オンラインのコンテンツを舵取りする戦略を見つけられるようにします。
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いわゆる「ネット依存」と呼ばれる状態に陥ることを未然に防ぐために、健康や社会生活等を意識しながら、
インターネットの適切な活用方法を考えさせる。 

文科省情報モラル教材　ネット依存（中２～高３）　身近にひそむネット依存

●日本の情報モラルの授業は”大人が”決めた約束を守ることを教えているのに対して、アメ
リカのデジタル・シティズンシップ教育では”自分で”行動するスキルを獲得させるものだと
感じました。 日本の授業では当事者意識が育たないと感じますし、自分で考えて行動するこ
とを想定出来ていないと思います。  
 
●全体的にみて日本のものはソーシャルメディアは悪いものだという偏った思考を押し付け
るような生産性のないもので、これを見せられても何の解決にもならないなと感じました。 
　それに対して、アメリカのものは実際に生徒と同じ世代の子供達が動画にたくさん登場
し、実際に自分の周りで起こったこと、そしてそれに対して思ったこと、してしまったこと
を共感を得るように話されていました。そしてソーシャルメディアのいい面も話されてい
て、こういうことに気をつけながら、正しく付き合っていこうと、前向きな動画でした。  

「情報モラル」とデジタル・シティズンシップ教材ビデオの比較（学生の意見）



「デジタル・シティズンシップ」とは次のよう
に定義できる。すなわち、情報を効果的に見つ
け、アクセスし、利用、創造する能力であり、
他の利用者とともに積極的、批判的、センシ
ティブかつ倫理的な方法でコンテンツに取り組
む能力であり、そして自分の権利を意識しつ
つ、オンラインおよびICT環境に安全かつ責任
を持って航行する能力である。

数多くの国の教育政策を担う政治家や行政担当
者は、子どもたちのICT教育をそのリスクを少
なくすることから、子どもたちがICTを効果的
かつ責任を持った使い方ができるように、子ど
もへの意識づけと批判的思考の育成を支援する
方向へと進化してきた。もっとも新しいアプ
ローチは「デジタル・シティズンシップ」への
支援政策である。

ユネスコ(2016)「アジア太平洋地域におけるICTの安全で効果的で責任ある利用によるデジタル・シティズンシップの構築」

 ユネスコとデジタル・シティズンシップ

リブル&パーク(2019) 
『学校リーダーのためのデジタル・シティズンシップ・ハンドブック』

リブル(2015) 
『学校におけるデジタル・シティズンシップ』（3版）

デジタル・シティズンシップの9つの要素
テクノロジー利用に関する適切かつ責任ある行為の規範

1.デジタル・アクセス　平等なテクノロジーへのアクセス 

2.デジタル・コマース　ネットでの安全な売買 

3.デジタル・コミュニケーション&コラボレーション 

　　　　　　　　情報をネット上で適切かつ安全に共有・協働 

4.デジタル・エチケット　礼儀正しい行動規範によるテクノロジーの利用 

5.デジタル・フルーエンシー　デジタル・テクノロジーの利用 

　　　　　　　　メディアリテラシーと情報リテラシーを含む 

6.デジタル健康と福祉　デジタル世界における身体的心理的な健康 

7.デジタル法　ネット上で見つけたテクノロジーやコンテンツの合法的な利用 

8.デジタル権利と責任　インターネットの自由と責任 

9.デジタル・セキリュリティ　ネット上の安全
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デジタル・シティズンシップ法

2017年4月米国ワシントン州で成立 

メディア ・リテラシー教育との統合
全米へ拡大

メディア・リテラシー 

デジタル・シティズン　 

メディア・メッセージに関わる批判的思考を可能にするスキル

メディア創造の主要な方法であるデジタルツールを 
効果的かつ深く考えて活用するリテラシー・スキルを持った市民 

ワシントン州　2017年4月6日可決 
　　　　　　　 2017年7月23日発効

2019

デジタル・シティズンシップ教育ハンドブック

デジタル・コンピテンス発達のための欧州評議会モデル

政策 ステーク 
ホルダー

ストラ 
テジー

インフラ 
リソース 評価

デジタル・シティズンシップ

民主主義的な文化のためのコンピテンス
価値・態度・スキル・知識＆批判的理解　　　　　　　　　　　　　　　

アクセスとインクルージョン

学習と創造性

メディア情報リテラシー

倫理と共感

健康と福祉

eプレゼンスとコミュニケーション

積極的参加

権利と責任

プライバシーと責任

消費者アウェアネス

デジタル・シティズンシップの10領域
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ISTE政策担当	ジ・スソン氏

•コロナ・パンデミックにより、何百万人もの生徒がオンライン
で交流するようになったため、効果的なデジタル・シチズン
シップ育成が重要	

• DigCitCommit連合の５つのコンピテンシーを含んだデジタル・
シティズンシップ教育がいくつかの州で拡大	

•バージニア州では、制限を厳しくするのではなく、デジタル・
シチズンシップを通じて学生の主体性の育成を中心に据えた
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バージニア州教育長	ジェームズ・レーン氏

• 閉校中も学校が再開したときも生徒に必要となるスキルを構築	

• 重視するスキルの一つがデジタル・シチズンシップ	

• すべての卒業生が5C（クリティカル・シンキング、クリエイティブ・シンキン
グ、コミュニケーション、コラボレーション、シチズンシップ）を身に付ける
ことを明確化	

• 自治体のリーダーは、教師、教員養成関係者、企業、政策立案者と一緒になっ
て共通のビジョンを構築することに焦点を当てるべき
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DigCitCommit連合の５つのコンピテンシー

1. インクルーシブ	

2. 情報力	

3. 活動参加	

4. バランス	

5. アラート

YouTube
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シンポジウム「デジタル時代のシティズンシップ教育」(2019.11.9)
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「若者を市民教育と批判的思考によって現実世界に立ち向
かうよう教育しないのは、彼らを『サメがうようよしてい
る海へ準備なしで』放り込むようなものである。」 

『高等学校新設科目「公共」にむけて―政治学からの提言―』 
日本学術会議政治学委員会（2017） 

Hoggart, Richard (1999) First and Last Things
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ユネスコ：グローバルMILウィーク
•蔓延する「フェイクニュース」（虚偽情報）	
•ヘイトスピーチと過激主義への対応

デジタル・シティズンシップ教育 
メディア情報リテラシーの育成

2020年10月　        韓国・ソウルで開催
2020年9月5・6日　日本でプレフォーラム開催（オンライン）


